
護衛艦「たかなみ」が５年ぶりに清水港に入港

射
砲
と
い
っ
た
装
備
を
見
学
。
艦
前
部
に
あ
る
２
０
ミ
リ
機
関
砲
の
作
動
展
示
も
行

拡
大
防
止
に
留
意
し
、
自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る
学
生
等
を
対
象
と
し
た
特
別
公
開
を

た
」
と
話
し
て
い
た
。

隊
の
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
の
特
別
公
開
を
実
施
し
た
。

初
め
て
。
普
段
乗
っ
て
い
る
木
造
船
と
比
べ
る
と
、
大
き
く
て
頑
丈
で
安
心
感
が
あ

満
足
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

検
温
と
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
入
念
に
行
っ
た
参
加
者
は
、
乗
員
の
案
内
の
も
と
、

ま
た
、
岸
壁
で
は
消
火
用
の
万
能
ノ
ズ
ル
を
使
っ
た
散
水
体
験
を
実
施
。
勢
い
よ

て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

艦
橋
横
の
見
張
り
台
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
離
発
着
で
き
る
甲
板
、
魚
雷
発
射
管
や
速

同
艦
が
県
内
に
入
港
す
る
の
は
５
年
ぶ
り
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

る
。
航
海
士
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
航
海
科
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

（
土
）
と
２
０
日
（
日
）、
清
水
港
日
の
出
埠
頭
（
静
岡
市
）
に
入
港
し
た
海
上
自
衛

普
段
船
で
実
習
を
行
っ
て
い
る
大
学
生
の
参
加
者
は
「
自
衛
隊
の
船
を
見
る
の
は

く
噴
き
出
す
水
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
艦
艇
で
の
仕
事
を
体
験
で
き
た
参
加
者
は

行
い
、
２
日
間
で
２
５
７
人
が
訪
れ
た
。

わ
れ
、
轟
音
と
と
も
に
高
速
で
動
く
様
子
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
各
部
隊
と
協
力
し
、
自
衛
隊
を
志
す
若
者
に
理
解
を
深
め

清水に寄港した静岡県出身海上自衛官がラジオ出演

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
は
９
月
１
９
日

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
は
９
月
１
９
日
（
土
）、
清
水
港

と
て
も
懐
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
目
を
細
め
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
が
接
岸
し
た
岸
壁
に
収
録
ス
ペ

勤
務
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、「
給
養
員
と
し
て
、
乗
員
に
お
い
し
い
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
」

護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
乗
員
の
山
本
真
矢
海
士
長
の
ラ
ジ
オ
収
録
を
支
援
し
た
。

一
方
、
昨
年
入
隊
し
た
山
本
士
長
は
清
水
区
出
身
。「
寄
港
は
初
め
て
で
、
地
元
の
港
に
入
る
の
は

り
、
日
本
を
海
外
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
勤
務
の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
広

解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
活
動
に
努
め
て
い
く
。

熱
海
市
出
身
の
稲
葉
１
佐
は
「
平
成
２
４
年
に
『
や
ま
ゆ
き
』
艦
長
と
し
て
寄
港
し
て
以
来
、
護

て
中
東
地
域
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、「
派
遣
中
は
家
族
や
国
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

中
東
地
域
で
の
任
務
に
貢
献
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
胸
を
張
っ
た
。

衛
艦
で
の
寄
港
は
２
回
目
で
す
。
母
が
清
水
出
身
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
よ
く
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。

２
人
が
出
演
し
た
の
は
、
エ
フ
エ
ム
し
み
ず
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
自
衛
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
★
静
岡
」。
新
型

新
鮮
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

日
の
出
埠
頭
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
第
６
護
衛
隊
司
令
の
稲
葉
洋
介
１
等
海
佐
と
、

い
世
界
で
活
躍
す
る
海
上
自
衛
官
の
魅
力
を
語
っ
た
。

声
援
が
何
よ
り
の
励
み
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
勤
務
し
た
こ
と
も
あ

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
、
県
民
に
理

ー
ス
を
設
け
、
透
明
な
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
距
離
を
保
っ
て
収
録
に
臨
ん
だ
。

ま
た
、
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
を
擁
す
る
第
６
護
衛
隊
の
司
令
と
し
て
、
２
月
か
ら
６
月
に
か
け

と
、
毎
日
２
０
０
人
近
い
乗
員
の
食
事
を
調
理
し
て
い
る
様
子
を
伝
え
、「
入
隊
し
て
１
年
で
す
が
、
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